




頸部の Cystic hygroma は胎生 10 週頃のリンパ系形成期における頸部リンパ嚢と頸静脈と

の接合不全が原因と考えられている。

第Ⅱ三半期早期の 7,582 例の検討 1)では,その頻度は 2%(150 例中,多房性 25 例(0.3%),単

房性 125 例(1.6%)と報告されている。リンパ液漏出や頸静脈圧迫による循環障害のために

胎児水腫に進行したり,染色体異常や奇形の合併頻度が高く予後不良のことが多い。過去

10 年間に 15 例の Cystic hygroma(表 1)を経験したので胎児治療の可能性について検討を

加えた。


